
第 7回小平市水泳協会理事会 

                                              

議  事 

2022・07・28 

 

 出席者  会長 〇金子 副会長 〇河野 運営本部長 〇清水 理事長 〇堀尾 

     運営本部 〇瀬戸口 ☓若林 〇石塚 広報 〇土方 普及 〇竹村 競技 〇堀尾 

     体育協会代表委員 ☓若林 都下水連 〇堀尾 

  

普及委員会/竹村副委員長・会議管理部門/石塚委員も出席要請する。（運営規定第 2条③適用） 

 

                               議      題 

 

A：報告事項 

 

1.小平市体育協会関係 

１)  体協ホームページに関するアンケート 7 月 20日（水）体協/川野様へメールにて提出済 

   →7 月 25 日（月）現在で受領の返信メールなし 

 

２)  令和４年度小平市体育協会正会員「会費」の領収書受理。運営本部／会計へ 

 

2.東京都水泳協会関係 なし 

3.都下水泳協会連合関係 なし 

    

4.運営本部 

 財政企画・事務管理・広宣部門 

１) 代表電話滅却（G91045） 

  →滅却申請書を回覧にて確認を行った。 

 

２) 9 月 10 月 11 月温水プール使用料 247,500 円を金子会長へ  支払いは 8 月 1 日（月） 

 

３) 水泳記録測定会仮払い 85,000 円 

 

４) 体協との会議（7/26）は延期 

   →日程調整は協議事項へ 

   →所得税源泉徴収の方法資料を回覧にて確認を行った。 

    回覧資料の領収書一覧が氏名及び住所を自筆で記載となっている。情報漏洩に繋がるので改善要。 

 

５) 普及委員会事務サポート 成人シルバー教室 9 月 10 月 11 月欠員募集結果 

  火曜午後 3 名・火曜夜間 2 名・水曜午後 2 名・水曜夜間 2 名・金曜午前 2 名・金曜夜間 5 名欠員募集 合計 16 名 

  応募結果（第 1 希望） 

  火曜午後 5 名・火曜夜間 3 名・水曜午後 5 名・水曜夜間 3 名・金曜午前 2 名・金曜夜間 2 名 合計 20 名 

→抽選結果は協議事項へ 

 

６) 普及委員会事務サポート ジュニア教室 9 月 10 月 11 月欠員募集結果 

  火曜Ⅰ3 名・火曜Ⅱ2 名・水曜Ⅱ11 名・木曜Ⅰ2 名・金曜Ⅰ7 名・金曜Ⅱ2 名欠員募集 合計 27 名 

  応募結果（第 1 希望） 

  火曜Ⅰ3 名・火曜Ⅱ9 名・水曜Ⅱ11 名・木曜Ⅰ5 名・金曜Ⅰ12 名・金曜Ⅱ7 名欠員募集 合計 47 名 

→抽選はジュニア指導員へ依頼済  

 

 市民まつり実行・会議管理部門 

１) 第 10 回理事会（9/8）会場 中央公民館学習室 4   

→当日は体協代表委員会が開催されるので、水野委員が代理出席。 

 

２）水協 HP８月ブログは丹羽協力員 



  トップページ写真や清水運営本部長へ提出済。文面などは若林理事が作成して管理者ページへアップする。 

 

5.広報委員会   

１) 広報委員会開催 2022.7.20㈬ 17:00～19:00 体育館第 3 会議室 出席者：土方 齋藤 菊地 岡部 中村 

  ・スイスイ No.2 で応募した川柳について 

  たくさんの応募が届いていますので、優秀 6 選以外もスイスイに掲載することにした。 

  同時に組んでいた「成人シルバー教室の様子」は紙面的にも無理があるため次回 No.4で取り組むことに変更した。 

  ・川柳の HP 更新 トピックスから外れたので再度お知らせをする。7/22 実行した。 

  ・水協クイズ当選者への賞品のお渡しについて 

   8/23 の指導者委員会にて担当指導員へ齋藤副委員長から渡すこと。クオカードは齋藤副委員長へ渡し済み 

 

6.普及委員会 

１)  9 月 10 月 11 月温水プール使用料 247,500 円を、8 月 1 日（月）支払い予定。同時に第３回水中ウォーキング教

室プール使用申請を予定。 

 

7.競技委員会 

１) 10/9(日)体協事業の市民スポーツまつりに堀尾委員長、安部副委員長 2 名が参加。 

 

２) 10/2(日)水泳記録測定会の正会員の競技役員出席：7/27 締め切り 

  出席：11 名：うち泳がれるのは伊佐さん（自由形）小柴さん（バタフライ）竹村さん（平泳ぎ）の 3 名 

欠席：３６名 

未回収：１０1 名 

競技役員案作成に着手します。 

 

Q→案内を送付していない競技委員会・三役理事の出席状況と競技役員体制の人数を教えて頂きたい。 

A→競技委員会 7 名・三役理事 6 名の合計 24 名体制を予定している。 

 

8.都育成事業特別委員会 

１) ジュニア初心者水泳教室Ａ・Ｂ教室指導員謝礼７月１５日振込済。 

 

２) シニア初心者水泳教室無事終了。指導員謝礼７月２９日振込予定。 

 

Q1→シニア初心者特別委員会 6/29（水）の新型コロナ感染防止チェックリスト提出を頂きたい。 

（第 6 回理事会依頼事項） 

A1→失念していた。口頭で確認した。 

     ※本件は継続案件である。失念する事もあるので失念した時点で報告を頂きたい。 

 

Q2→シニア初心者教室の会計報告をして頂きたい。 

A2→AB 教室も含め次回理事会で報告する。 

 

9.市町村総体特別委員会 

１) 7/24(日)第 54 回東京都市町村総合体育大会水泳競技開催：町田市立室内プール(50m✕8 レーン) 

   ①小平市は男子 10 名が参加し 5 位。女子は参加者なし。エントリー男子１４名 女子２名エントリー。 

  ②記録：競技順に男子 6 位入賞以内、敬称略 

      ・4×50ｍメドレーリレー 50 歳以上 3 位（中嶋、寺崎、池田、岩井）2 分 31 秒 27 

      ・50ｍ自由形 50 歳以上 3 位 池田 29 秒 76 

             40 歳以上 優勝 井谷 26 秒 24 

             一般   2 位 内山 24 秒 75 

      ・100ｍ自由形 30 歳以上 優勝 井谷 58 秒 32 

             一般    優勝 内山 55 秒 43 

      ・100ｍ平泳ぎ 30 歳以上 3 位 阿部 1 分 27 秒 45 

      ・50ｍバタフライ 50 歳以上 2 位 池田 31 秒 30 

      ・50ｍ平泳ぎ 60 歳以上 3 位 寺崎 42 秒 33 

             40 歳以上 4 位 阿部 37 秒 57 

      ・4×50ｍフリーリレー 50 歳以上 優勝（岩井、中嶋、寺崎、池田）2 分 13 秒 20 

    



     ※赤字は優勝   

 

  ③競技会の結果を 7/31 までにＨＰへ掲載する。 

④後日、参加選手へ結果報告を郵送する。 

 

10.マスターズ特別委員会 

１) 小柴正会員のマスターズ新記録保持者への市長表敬訪問について、市文化スポーツ課長より、体育協会からの推

薦が必要であることを確認する。体協への推薦をお願いした。 

 

     Q1→推薦書があれば開示して頂きたい。表敬訪問の具体的日程が決まったら教えて頂きたい。 

     A1→8 月８日（月）１４時に決定した。市長表敬訪問は当協会の会長同行とする。 

推薦書の書式フォーマットはありません、口頭で可。 

     Q2→水協 HP への情報公開日を教えて頂きたい。 

     A2→８月８日（月）以降に開示する。 

 

11.その他報告事項  

１) 傷害保険加入手続きについて 

  現在使用している「あんしん保険」（損害保険ジャパン株式会社）は協会メールアドレス窓口に変更したが、返信

が無い。現状はどの様になっているのか教えて頂きたい。報告内容によっては 2023 年度ら保険会社変更も視野に

入れる必要がある。 

→あんしん保険は正会員であった箭内さんから引き継ぎ現在に至っている。 

最近の状況は変更に値する状況である。本理事会で状況及び経緯報告のみとした。 

次回理事会で協議事項として取り上げる。 

 

Ｂ：協議事項 

1.小平市体育協会関係 

１) 体協表彰候補者推薦について 9 月 8 日（木）提出締切 

  ⇒推薦調書を事前に電子データ（住所・生年月日は削除）の回覧にて確認を行った。 

   本件は市町村総体選手も「一般」表彰とする為、推薦書を Dropbox 内に共有パスワード保護を行い格納する。 

   対応者三役・清水運営本部長とする。 

 

２) 市民スポーツまつり役員派遣について 

     体協より 4 名派遣要請の為、1 名足りない。本理事会出席者で参加可能者を募ります。 

⇒清水運営本部長を追加で派遣とする。 

 

【今年度の派遣分担は以下】 

 

 4 月 17 日（日）小平グリーンロード歩こう会 普及委員会 【中止】 

 7 月 2 日（土）ジュニア育成研修会 広報委員会 斉藤副委員長 水野指導員 

 10 月 9 日（日）市民スポーツまつり 競技委員会 堀尾委員長 安部副委員長 体協/若林理事 （1 名不足） 

 10 月 16 日（日）市民まつり 運営本部 【中止】 

 11 月 5 日（土）第１回体協一日研修会 普及委員会 

 11 月 13 日（日）小平～多摩湖歩け歩け会 広報委員会 

 2023 年 1 月 8 日（日）新春歩け歩けのつどい 競技委員会：堀尾委員長 

 2023 年 3 月 4 日（土）第 2 回体協一日研修会 運営本部 

 

→温水プールの減免減額（約 100 万）や都育成事業分担金（約 50 万）は体協に加盟しているメリットである。 

 特別委員会も含め委員会の委員及び協力員へ説明を行い、派遣事業にはご協力頂きたい。 

  

2.東京都水泳協会関係 なし 

3.都下水泳協会連合関係 なし 

 

4.運営本部 

 財政企画・事務管理・広宣部門 

１) 個人情報保護の取り扱い 【本協会の「個人情報取り扱い規則」を資料として開示】 

  当協会は個人情報の重要性を認識し、取り扱う個人情報を適切にする為に「取扱い規則」定めている。 



  しかし、情報漏洩になる案件が以下発生している。情報共有して今後の対策を協議頂きたい。 

 

 【事例 1】 

  都育成事業で指導員の報償費一覧へ住所欄を設けて情報を収集した。（本件は第 6 回理事会で報告対策済） 

   

 【事例 2】 

  都育成事業の集合写真で参加者の水着への記名が個人を特定出来た。 

  写真撮影に対しての同意書を取得しているので写真を水協の広告媒体へ掲載は問題ありません。 

今回指摘しているのは、写真から個人名を特定出来ている事です。 

   ジュニアですので小学校や中学校での制服やユニフォームへの氏名記載についての取り組み方を紹介しておきま 

す。過去には制服など個人備品へ名札などを付けていた時期もありますが、個人名が特定出来ると誘拐犯などの

危険性から取り外したり、外部から見えない箇所へ記名する方向になっています。 

今回の集合写真を学校関係者や保護者がご覧になった時に、生徒氏名やご自身の子どもの氏名が判明して喜びま

すか？高画質を低画質へ落とす意味がご理解出来ないようですので説明致しました。 

 

Q→個人情報保護は管理者の意識の低さが各委員や、教室では指導員へ波及する。 

 今回の事例 1・事例 2 とも管理者は問題ないと考えたのか？ 

 管理者が意識を高くする事が重要である。 

 

A→事例 1・事例 2 とも問題無いと判断してしまった。 

 

⇒【事例 2】は現在、水協 HP は非公開となっている。 

本件は個人名が特定出来ないようにして公開する。現在、都育成事業特別委員会で対応したので、三役・理事

は水協 HPの管理者画面から確認を行い今週末までに問題ないか確認し都育成事業特別委員会委員長へ報告する。 

今後の対策は、個人名を特定出来る写真は配慮を行う。 

  

２)  2022 年度基本方針の PDCA について  

  基本方針の重要事項について 3 カ月毎にチェックを行う。 

  step1→4 月～６月 step2→７月～９月 step3→10 月～12 月 step4→1 月～3 月 

  ※2022 年度総会にて 2021 年度総括  

 

  ⇒本件は報告のみとした。  

 

   【step1】4 月～6 月 

 

2022 年度も緊急事態が継続している場合の協会運営（財源）  

   P（計画）⇒2021 年度繰越金からの協会運営・教室運営の実態説明 

   D（実行）⇒三役・運営本部長会議や理事会で検討 

      C（評価）⇒ 

   A（改善）⇒8 月 23 日（火）指導員会議で現状報告を行う。 

 

  2022 年度も緊急事態が継続している場合の協会運営（人材・組織） 

      P（計画）⇒2021 年度計画の継続 

   D（実行）⇒9 月 10 月 11 月教室募集時に正会員を募った。 

      C（評価）⇒ジュニアも含めて正会員希望者あり。 

   A（改善）⇒正会員としての協力体制の構築をどの様にしていくのか。    

        現時点は水協 HP へのブログ協力など頂いている。 

 

税金対応  

     P（計画）⇒体協加盟団体への税負担状況の確認 4 月 5 月 6 月教室報償費の納税 

   D（実行）⇒代表委員会で質問及び体協からの説明会を設定した。 

     C（評価）⇒体協からの設営会（7/26）は延期なり日程調整中。 

   A（改善）⇒体協らの資料は体協 HP で情報公開をして頂きたい。 

 

３) 第 3 回水中ウォーキング教室事務サポート 

  9 月 17 日（土）：水協ＨＰ情報公開 



9 月 20 日（火）：市報原稿掲載 

9 月 20 日（火）～30 日（金）：募集期間 

10 月 3 日（月）：参加決定通知メール 

10 月 10 日（月）：同意書提出締切 

10 月 13 日（木）：参加費振込締切 

10 月 17 日（月）：教室初日 

 

⇒以上スケジュールで承認 

 

４) ９月 10 月 11 月教室欠員募集事務サポート 

   応募状況：７月 27 日（水）締切 

   ジュニアの抽選はジュニア担当指導員へ依頼済 

   成人シルバーについても担当指導員が教室会員の情報を持っているので基本は成人シルバー指導員へ依頼する。 

    火曜午後と水曜午後のみが検討要の為、本日の理事会で協議案件とする。 

 

   ⇒本日の理事会前に火曜午後・水曜午後指導員で調整を行った。 

    以上で成人シルバーの欠員募集は決定とする。決定資料は清水運営本部長から関係者へ送付とする。 

 

    「本件は第 7 回理事会終了後の議事録確認期間に訂正提案があり第 8 回理事会にて訂正提案を承認した。 

     訂正の経過などは第 8 回理事会議事録を参照して下さい。」 

 

 

   【今後のスケジュール】 

    7 月 27 日（水）：欠員募集締切 

7 月 28 日（木）5 時 30 分：欠員募集一覧を指導員及び関係者へ送付 

7 月 28 日（木）5 時 30 分～7 月 31 日（日）：ジュニア指導員で各教室への入会者決定及び結果を普及委員会

及び運営本部長へ電子データーで送付 

8 月 2 日（火）：欠員募集からの入会者へ決定通知を運営本部長からメール配信 

 

⇒以上スケジュールで承認 

     同意書については現在資料している Mface同意書を使用し 8 月 12 日（金）提出締切とする。 

ガイドラインは現時点では変更はなし。（普及委員会より） 

    ⇒決定通知書は 8 月 2 日（火）となっているが、ジュニアが出来上がれば配信可能とする。 

    

５) 体協との会議日程調整 

 

   ⇒８月９日（火）19 時からで体協と調整を行う。 

     調整は金子会長とする。 

 

６) ８月 23 日（火）指導員会議 運営本部からの議事 

  ①報償費の振込について 

  ②教室会員からの正会員入会状況 

  ③個人情報保護 

④2023 年度教室について 教室体制及び指導員確保 

 

⇒本件は議事のみの報告とし、レジメについては次回理事会で提案とする。 

 

Q1→正会員になると教室参加は優先的になるのか？ 

A1→教室会員になって頂きその後に正会員の紹介となる。 

正会員になる事だけが教室へ優先的に入会出来るメリットはない。 

 

Q2→8 月 23 日（火）指導員会議の対象指導員を教えて頂きたい。 

A2→2022 年度 3 カ月指導員と都育成事業特別委員会・ワンポイントも含め今年度の教室事業を担当している指導 

員とする。 

 

 



 市民まつり実行・会議管理部門 なし 

5.広報委員会  なし 

 

6.普及委員会 

１)  ９月-11 月ジュニア教室庶務サポートについて（第 6 回理事会継続案件）  

   火曜ジュニア：石塚指導員 

   水曜ジュニア：岡部指導員 

   木曜ジュニア：土方指導員 

   金曜ジュニア：水野指導員 

 

   ⇒以上指導員で承認 

    

２) ジュニアアンケ―トについて（第 6 回理事会継続案件） 配布資料参照 

 

   ⇒提出資料で承認。 

    回答期間は 8 月 1 日（月）～13 日（土）とする。 

    Mface アンケート作成は河野副会長・メール配信及びデーター収集は清水運営本部長とする。 

  

   【以下の意見要望あり】 

①本件は理事会で決定したにもかかわらず修正が入った。修正するのであれば今回の様に手順を踏んで頂きた

い。  

   ②ジュニア以外にも３か月終了したらアンケートを今後は収集したらどうか。 

    利用者の声を聴くことが重要である。 

     ⇒②については普及委員会で検討とする。 

 

３） 第 3 回水中ウォーキング教室市報原稿 資料は Dropbox 資料フォルダーへ格納あり 

   ⇒スケジュールを運営本部からの提案スケジュールに変更して承認 

 

7. 競技委員会 

１) 10/2 水泳記録測定会の判断時期 

前回の理事会で 7 月 31 日（日）と 8 月 31 日（水）の判断時期で承認を得ている。 

現時点での参加者が高校生５５名・正会員３と少数で閉鎖される記録会なので準備は進めておいて、９月３日（土）

に判断と変更したい。 

 

⇒承認 

 

２) 7/24（日）府中市水泳連盟より当水泳協会に下記競技会への競技役員協力依頼がありました。 

  ・理由：府中市水泳連盟は 8/28（日）の体育祭参加市民水泳競技会を開催するにあたり競技役員不足を想定し、 

      立川市、国分寺市に競技役員を依頼している。小平市にも同様に協力をお願いしたい。 

      今後、高齢化や後継者不足により競技会運営が困難になることが想定されるので近隣市で協力関係を 

      構築したい。 

  ・開催内容： 

① 開催日：2022 年 8 月 28 日（日）9：00 競技開始 

② 場所 ：郷土の森 50ｍ競技用プール 最寄り駅はＪＲ分倍河原駅 

③ 内容 ：・競技役員の協力で資格は問わない。 

        ・午前は小中学生、昼休憩を入れて午後は高校一般の 2 部構成 

④ 回答締め切り：プログラム掲載のために 8/4(木)までに回答 

  ・上記の依頼を受けて、当水泳協会として水協ＨＰで正会員へ案内し参加協力者は協会メールアドレスに返信頂 

くように募集をかけたい。 

【ＨＰ原稿案】7/29（金）掲載予定 

タイトル：8/28(日)府中市民体育大会「水泳競技会」の競技役員募集 

本文： 

府中市水泳連盟より小平市水泳協会に 8/28 競技会への競技役員協力依頼がありました。 

日本水泳連盟の競技役員資格有無は問いません。 

競技役員の高齢化や後継者不足などで競技会の運営が困難になる状況は当協会も抱えており、近隣市同

士できる限り協力をしていきたいと考えます。 



ご協力いただける正会員は小平市水泳協会メールアドレス:kodairaswim@gmail.com へ 8/3(水)までに参

加の旨をご連絡ください。詳細は添付ＰＤＦをご覧ください。 

 

    ⇒正会員も含め競技役員協力で承認、現時点で河野副会長と堀尾委員長が参加予定。 

 

   Q1→会員でメール登録者へ直接メールも併用したほうが効果はあると思います。 

   A1→堀尾競技委員長からメール送信を行う。 

 

   Q2→競技役員不足は今後もどこの協会や連盟の課題となると考える。本件は都下水連として組織的に取り組む     

     ことは考えていますか？ 

   A2→都下水連はリザルトシステムに力を入れている。競技役員の連携までに至っていない。 

 

３) 東部公園プール施設日程 

文化スポーツ課よりは９月３日（土）は都合が悪い連絡があった。 

 

⇒９月１１日（日）９時～１４時で決定 

                     

8.都育成事業特別委員会 なし 

 

9.市町村総体特別委員会 

１)市町村総体出場選手への連絡を、郵便による連絡から、e-mail WEB HP 等による連絡に移行していく。 

  ⇒承認 

 

２)市町村大会での優勝者への表彰について、市体協の選手功労者への表彰規程に推薦できないか。 

 

 【一般社団法人小平市体育協会表彰規定 抜粋】 

  一般表彰は、各大会において特に功績顕著と認め、加盟団体の会長からの推薦を受け、次の審査基準を満たす者

及び団体とする。但し、小平市教育委員会からの表彰を受けている者及び団体は除く。 

  ア 選考会を経て、日本代表として国際大会に出場 

  イ 全国大会において優勝・準優勝 

  ウ 関東大会において優勝 

  エ 都民大会において優勝 

  オ 市町村総合体育大会において優勝 

  カ 前各号と同等の成績があると認められて者及び団体 

 

⇒今年度市町村総体の優勝者を推薦とする。 

 対象者は市町村総体特別委員会の報告事項参照 

所属団体は「小平市水泳協会」とする。 

⇒推薦調書には住所・生年月日の個人情報記載欄がある。体協へ情報開示する事は市町村特別委員会委員長より

対象者へお伝えする。 

⇒推薦調書記載は本理事会議事録の小平市体育協会協議事項の体協表彰候補者推薦についてと同様とする。  

   

10.マスターズ特別委員会 なし 

 

11.その他協議事項 

１)e— 正会員（WEB— 正会員） 

 水泳協会における正会員に対する情報提供、協力要請、総会等の開催通知等において、役務費を用いて郵送で行

なっている現状を、e-mail、HP、WEB（Mface）等を利用して省力化、出費の削減を図ることを提案いたします。 

 e— 正会員への移行を促すため、年会費を割引してはどうでしょうか？現在年 3 回程度往復はがきや封書での連絡を

行なっている際の役務費程度、400 円を割引して 1,600 円とします。 

 

手順 

2023 年度総会の返信はがきに極力、e-mail の登録を求める。 

 総会において規約改正を行う。 

 総会後、登録されている e-mail を通じて、Mface での申し込みを行う。 

 記録会以降の通知、役員応募については HP、Mfaceにて行う。 



 口座情報を HP からダウンロードしてもらって、封書にて送ってもらう。 

 2024 年度からの年会費は口座引落しとする。 

 １年間での要返信回数の半数以上に返信がない場合には注意を促す。または総会の出欠に返信がない場合には注意

を促す。 

 

 ⇒上記提案で承認、改定は 2023 年度総会とし改定日は 2023 年 4 月 1 日とする。 

 ⇒名称は「E 正会員」とする。 

 

 Q1→教室会員で正会員は既に教室会費の割引となっている。今回の割引は適用とするか？ 

 A1→割引の併用は行わない。 

 

 Q2→年会費の口座振替はアプラスを視野に入れていますか？ 

   教室会員で正会員は教室会費振替時に合算して振替も可能であるが年 1 回の会費振替に口座情報を提出頂く 

のは抵抗を感じる正会員もいるのではないか？現在の振込で良いと考える。 

 A2→現状は振込をして頂いているので振込を継続とする。 

 

２) 弔慰規定の改定  

  傷病見舞金  

  正会員が疾病もしくは傷病により引き続き 10 日以上入院または 30 日以上自宅療養した時は、見舞金 5,000 円を

支給する。 

  自宅療養の判断基準が不明確の為、「30 日以上自宅療養」は削除。 

 

  ⇒提案通り承認。規定は理事会で改定出来るので改定日は本日をする。 

   なお 2022 年度総会議案書は誤表記となっている。2023 年度総会議案書作製時注意。 

 

 

次回理事会 8 月 10 日（水）19 時 30 分～ 中央公民館講座室 1 

 

 

 

 

 

 


